一 、 病中 閑なる を 幸 ひ、 諸 雑誌の 小説 を 十五 篇 ばか 

た きゐ 

リ 読む。 滝 井 君の 「ゲテ モノ」 同 君の 作 中 にても 

い つとう ち ば おや ぢ せがれ 

一 頭 地 を 抜ける 出来栄え なり。 親父に も、 悴 にも、 風 

ぼく か もち 

景 にも、 朴 にして 雅を 破らざる こと、 もろこしの 餅の 

てぎ は あざ や 

如き 味 は ひ ありと 言 ふべ し。 その 手際の 鮮 かなる は 

恐らく は 九月 小説 中の 第 一 ならん 乎。 

さとみ か や また はくび 

二、 里 見 君の 「蚊遣り」 も 亦 十月 小説 中の 白眉な り _ 

いさ さまつ だん そうそう うら か 

唯 聊か 末 段に 至って 落 筆 匇匇の 憾み あらん 乎。 他 は 

あ ひか はらず かう しゅ そむ 

人情 的 か 何 か 知らね ど、 不相変 巧手の 名に 背かず と 言 

ふべ し。 

三、 旅に 病める こと は 珍ら しからず。 (今 S も 



かる ゐざは ね び 

軽 井沢の 寐 冷え を 持ち越せる なり。) 但し 最も 苦し か 

ちゃう ど しも せき 

リしは 丁度 支那へ 渡らん とせる 前、 下の 関の 宿屋に 倒 

れし 時な らん。 この 時 も 高が 風邪 なれ ど、 東京、 大阪、 

ぞんぐ わい 

下の 関と 三度 目の ぶり 返し なれば、 存外 熱 も 容易に 

は 下らず、 おまけに 手足に は ピリン 疹を 生じ たれば、 

ぱい どく かんじゃ 

女中な どは少 くと も 梅毒 患者 位に は 思 ひしなる ベ し。 

ひと リ あはれ いはく 

彼等の 一人、 僕 を 燐んで 曰、 「注射で もな すったら、 

よろしう ございませう に。」 

しののめ すす 

東雲の 煤 ふる 中 や 下の 関 

さくじつ こばなし こんにち てんぜん 

四、 彼 は 昨日 「小咄 文学」 を 罵り、 今日 恬然と して 

「コント 文学」 を 作る。 宜な るかな。 彼の 健康なる や。 



こ つとう や 

八、 軽 井沢の 或 骨董 屋の 英語、 —— 「ジス. キ リノ 

(桐の) • ボックス • ィズ • ベ リイ • ナイス ご 

むろ ふさいせ い うす ひ めう ぎ さいく わい 

九、 室 生 犀 星、 碓氷 山上より つらなる 妙義の 崔嵬た 

いはく めいぎさん しゃう が 

る を 望んで 曰、 「妙義 山と 言 ふ 山 は 生姜に 似て ゐる 

ね ご 

十、 十 項 だけ 書かん と 思 ひし も 熱 出で てぺ ンを 続け 

る こと 能 はず。 

(大正 十四 年 十月) 
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